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１ 研究の目的 

ニホンイシガメ Mauremys japonica は近年個体数が減少し、絶滅が心配されている。イシガメ減

少の要因として、河川の改装工事、圃場整備事業の活発化やアカミミガメに代表される外来種の増

加とその競合、乱獲が挙げられる。イシガメの個体数減少に最も大きな影響を与えている環境要因

は何かを調べるためイシガメの生息の好適環境を知り、イシガメ減少の課題を見出し解決すること

を目的とする。 

２ 研究の方法  

調査エリアはイシガメの個体群密度が最も高い所を選定することにした。 

  踏査距離１km に 1.98 個体出現する小川町を候補としたが比較対象種のアカミミガメがいない

事を考慮して２番目に個体群密度の高かった不知火エリア（0.88 個体/km）を定点調査地とした。

そして不知火エリアのうちイシガメの見つかった所から半径100m圏内をイシガメコアエリアとし

た。また予備調査として、不知火エリアおよびイシガメコアエリアの川岸の形状を自然川岸・一

面コンクリ・二面コンクリ・三面コンクリの４項目に分けて割合を算出した。 

(1) 生息水域の透明度調査 

イシガメとアカミミガメの生息水域の水の透明度を 高（カメの尾や水底まで見える）中（カ

メの尾は見えない）低（カメの尾や後肢が見えない）の３段階に分けて検定した。 

(2) イシガメの生息する陸地の土地形態 

生息半径100m圏内について９項目の土地形態に分けイシガメと他種との生息地の選択性につ

いて検定した。 

(3) 流速調査 

川にピンポン玉を流し流速[m/分]を計算した。 

(4) 水質調査 

共立科学研究所パックテストを用い、アンモニウム塩・亜硝酸塩・硝酸塩・リン酸の濃度を 

測定した。  

(5) 登坂実験 

つるつるしたコンクリートとざらざらしたコンクリートの板を用意し 30°から 90°まで

10°ずつ傾けていきイシガメの登坂実験を行った。尚、実験に用いたイシガメは最小で甲長

6.7cm、最大で甲長 19.3cmの 12 個体。 

３ 研究の結果 

不知火エリア全体では、三面コンクリが 70％を占め、自然川岸は５％となったがイシガメコア

エリアでは自然川岸が 31％と高い割合であった。 

(1) 生息水域の透明度調査 

χ２検定を行った結果、χ２（6；0.01）=38.3＞16.8 となりニホンイシガメ、アカミミガメの

生息する川の透明度に選択性があり、ニホンイシガメの方が透明度の高いところにいるのは偶然

ではないことがわかった。 
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(2) イシガメの生息する陸地の土地形態 

χ２検定を行った所χ２（11；0.01）=72.3＞20.1となりニホンイシガメ、アカミミガメの生

息環境に選択性があるという結果になった。観察結果を加味し、ニホンイシガメは果樹園など

を含む多様な陸地環境を選択し、アカミミガメは陸地の環境にとらわれないことがわかった。 

(3) 流速調査 

調査地点を流れの速い順に並べると  

イシガメは流れの速い所に多く生息し  

アカミミガメは流れの緩やかな所に多 

く生息する傾向が見られた。（図１） 

(4) 水質調査 

PO4
3-、NH4

+濃度の低い所にイシガメ

が  

生息しているという結果になった。一  

方アカミミガメは、富栄養化した無機塩類の多い水質でも生息することがわかった。 

(5) 登坂実験 

30°では 12個体すべてのイシガメが、  

つるつるコンクリート、ざらざらコンク  

リートのどちらも登坂することができ  

たが、つるつるしたコンクリートでは傾  

斜角 40°から登坂できない個体も現れ 

た。 

そこで、産卵上陸できない護岸への河  

川改修や圃場整備が止まらない現状の 

中で、その打開策としてイシガメが人工 

河川でも上陸できる装置を考えた。産卵出来ずに個体数を減らすことを少しでもなくすため角度

30°の TLS（Tortoise Landing Slope）を考案した。（図２） 

４ 研究の考察 

結果から、イシガメの生息に好適な環境条件は、Ⅰ透明な水 Ⅱ流れ Ⅲ富栄養化していない水

質 Ⅳ多様な環境 Ⅴ自然川岸の５つで、その中で、Ⅴの自然川岸が、産卵上陸上、最も重要であ

ることが明らかとなった。しかし残念ながら、自然川岸は近年最も急速に失われている陸水環境

でもある。そこで、冬眠等への影響もあって自然護岸を提唱したいが、どうしても河川改修が必

要である場合、またどうしても 90°かつコンクリートの護岸にしたいという場合は、本研究実験

で考案した TLS を一定間隔で設置することを提唱したい。その普及が、河川改修工事・圃場整備

事業にも、本県 RDB準絶滅危惧種のイシガメの個体群維持という種保全上も、有効である。 
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図１ 流速（速い順） 

図２ TLSに登るイシガメ 
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